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【湖南】
フッ化物洗口で児童が味の異変訴え　守山市､実施見合わせ

虫歯予防のため、守山市が市内のすべての保育園と幼稚園、小学校で行っている「フッ化物洗口事業」で、フッ化ナトリウム溶液でうがいした児童が味の異変を訴えたため、３月初めから実施を見合わせていることが分かった。体調不良のケースはないが、市は溶液を回収し、検査機関で調べている。

　市すこやか生活課によると、フッ化物洗口は週１回、市内３０の保育園、幼稚園、小学校で実施されている。

　２月２８日に実施した際、複数の小学校の児童が「いつもより味が濃く感じる」と指摘したという。溶液は、市の依頼で薬剤師２～３人が調合し、各校に届けられている。

　県医務薬務課によると、溶液の過剰摂取で軽度な中毒症状が起こる可能性があるフッ素量は、体重１キロあたり２ミリグラム。１回のうがいは９ミリグラムにとどまっており、「誤って飲んでも体調には問題ないレベル」という。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（本安幸則）

	


